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著者は海塀の dinitrochlorbenzene(DNCB)あるいは chlorprothixene (CPT)に対する接触アレル
ギーを対象とし, 抗原を皮膚塗布, 静脈内注射, 腹腔内注射により投与し, その減感作的効果 を観祭 し
た｡
実験成績




の程度に回復しており, 一過性のものであった｡ 次に, DNCB と CPTで二重に感作した梅塀に0.5%
DNCBTween加水溶液あるいは1%CPT水溶液 ProKilo2ccを8-10日の間隔をおいて別々に静脈











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
接触型過敏性の特異的減感作については未だ実験的根拠に乏しく臨床的にもその面からの処置はほとん
ど行なわれていない｡ 著者は海塀を用い減感作の可能性を実験的に検討した｡ まず dinitrochlorbenzene
(DNCB)感作海塀に少量の DNCB溶液を 1 日1 回連日塗布を試みたが, 30日間塗布によっても, 100日
間塗布よっても過敏性の低下は認められなかった｡ 次に0.5% DNCB水溶液 2cc/Kiloの静娠内注射によ
り一時的の過敏性低下が生ずることを観察したので, DNCB と chlorrirothixeneに二重感作した海浜に
おいて各抗原を別々に注射し, その際生ずる過敏性の低下が特異的であることを確認した｡
抗原注射後, 海塀の末梢白血球においてリンパ球の減少と多核球の増加が見られ, 白血球総数は多くの
場合減少する｡ 次に0.5% DNCB 溶液2-4cc/Kilo の腹腔内注射によっも静脈内注射におけると同様
に一時的過敏性低下, 末梢白血球変動を示した｡ この腹腔内注射は1週 1回繰返すことにより3過後なお
過敏性の低下を認めることができたo 以上の成績は海ち冥の接触過敏性が抗原の少量投与により一時的では
あるが低下することを証明したものであり, 人の接触型過敏性の減感作の可能性を示唆したものである｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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